
国際雑穀年2023 

日本の雑穀街道とインドの穀菜食文化
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五穀豊穣つぶつぶ新嘗祭

木俣美樹男 （民族植物学＆環境学習原論）

植物と人々の博物館、雑穀街道普及会



このようなお話する機会を与えてくださり、大谷ゆみこさ
んにお礼申し上げます。僕の話を聞いてくださる会場や遠
隔参加の皆様にも感謝します。

僕は祖父に木俣美樹男と名付けられました。

バスチアン・バルタザール・ブックスのように、『果てし
ない物語』（M.エンデ1979）を読み継いできました。

洗礼名フランソワ・バチストを忘れ去られ、『緑の指』（
M.ドリュオン1957）を持ったチト少年のように、草花を育
ててきました。

この世の非情理に抗って、一つの阿修羅として生きいてき
ました。その物語の一章節をお話します。

（後日一部修正）

•
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木俣美樹男

２０１5.2.28

http://www.milletimplic.net/ 
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雑穀は縄文時代以降の伝統的畑作農耕の象徴
目標
雑穀や野菜、芋、豆などの在来作物品種の継承保存
雑穀街道のFAO世界農業遺産登録に向けて準備日程

1）普及啓発：雑穀栽培講習会、種子の配布、雑穀街道普及会
2014～2022年

2）申請団体の創立：雑穀街道協議会（準備会）2022年
賛同団体による創立準備の協議
普及啓発の拡大、栽培者を増やし、加工、商品化など
ローカル・シード・バンクを創る
国際雑穀年 2023年

3）知事及び学術機関による推薦と農林大臣への申請、審査
世界農業遺産、日本農業遺産 2024年2月

4）国連食糧農業機関FAOへの登録申請



雑穀街道

・水源のむら丹波山（東京都水源林）
・山女魚の里小菅（最初に養殖成功）
・長寿村棡原（古守豊甫医師の研究）

・トランジション・タウン藤野（日本の代
表事例）
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雑穀の呼称範囲 説明

狭義の呼称
サバナ地域で起源したイネ科の夏生一年草で、穂が大きく、多
数の小粒種子がつく。例外として、ハトムギとコドミレットは多年
生、ハトムギとモロコシは種子が大きい。

広義の呼称
イネ科雑穀に、タデ科のソバ、ダッタンソバ、ヒユ科のセンニンコ
ク類、アカザ科のキノアを含める。これらは擬禾穀類とも呼ばれ
る。

拡大した呼称
パンコムギ、イネ、トウモロコシ以外を総称する。たとえば、イネ
科ではオオムギ、ライムギ、エンバク、赤米、黒米など、マメ科の
リョクトウなど、ゴマ科のゴマ、シソ科のエゴマなどを含める。



穀物一覧 多くが一年生草本、自殖性で、雑穀はC4植物が多い。

地理的起源地と学名 和名 染色体数 生活型 C4植物 植物学的起原

アフリカ

Sorghum bicolor モロコシ 2n=20 (2x) 一年生 C4 S. bicolor var. verticilliflorum

Pennisetum americanum トウジンビエ 2n=14 (2x) 一年生 C4 P. violaceum

Eleusine coracana シコクビエ 2n=36 (4x) 一年生 C4 E. coracana var. africana

Eragrostis abyssinica テフ 2n=40(4x) 一年生 C4

Oryza glaberrima アフリカイネ 2n=24(2x) 一年生

Digitaria exilis フォニオ 2n=54(4x) 一年生 C4 野生型

Digitaria iburua ブラックフォニオ 一年生 C4 野生型

Brachiaria deflexa アニマルフォニオ 一年生 C4 野生型

アジア

1.西南アジア

Avena strigosa 2n=14(2x) 一年生

Avena abyssinica 2n=28(4x) 一年生

Avena sativa エンバク 2n=42(6x) 一年生 A. fatua

Avena byzantina 2n=42(6x) 一年生

Hordeum vulgare オオムギ 2n=14(2x) 一年生 H. spontaneum

Secale cereale ライムギ 2n=14(2x) 一年生 S. montanum

Triticum monococcum 一粒系コムギ 2n=14(2x) 一年生 野生型

Triticum turgidum 二粒系コムギ 2n=28(4x) 一年生 野生型

Triticum timopheevi チモフェービ系コムギ 2n=28(4x) 一年生 野生型

Triticum aestivum   普通系コムギ 2n=42(6x) 一年生 C3

2.中央アジア

Setaria italica アワ 2n=18 (2x) 一年生 C4 S. italica ssp. viridis　　エノコログサ

Panicum miliaceum キビ 2n=36 (4x) 一年生 C4 P. milliaceum ssp. ruderale    イヌイビ

3.東アジア

Oryza sativa イネ 2n=24(2x) 多年生 C3 O. rufipogon

Echinochloa oryzicola タイヌビエ栽培型 2n=36(4x) 一年生 C4 野生型

Spodiopogon formosanus タイワンアブラススキ 多年生 野生型

Fagopyrum esculentum ソバ 2n=16 (2x) 一年生 C3 F. esculentum ssp. ancestralis

Fagopyrum tartaricum ダッタンソバ 2n=16 (2x) 一年生 F. tartaricum ssp. potanini

Echinochloa utilis ヒエ 2n=54(6x) 一年生 C4 E.  crus-galli

4.東南アジア

Coix lacryma-jobi var. ma-yuen ハトムギ 2n=20 (2x) 多年生 C4 C. lacryma-jobi var. lacryma-jobi    ジュズダマ

5.インド

Panicum sumatrense サマイ 2n=36 (4x) 一年生 C4 P. sumatrense ssp. psilopodium

Paspalum scrobiculatum コドラ 2n=40 (4x) 多年生 C4 野生型

Echinochloa flumentacea インドビエ 2n=54 (6x) 一年生 C4 E. colona

Brachiaria ramosa コルネ 一年生 C4 野生型

Setaria pumila コラティ（キンエノコロ） 2n=18,36,72 一年生 C4 野生型

Digitaria crusiata ライシャン 一年生 C4 野生型

Digitaria sanguinalis マナグラス 一年生 C4

アメリカ

Zea mayz トウモロコシ 2n=20(2x) 一年生 C4 野生型

Panicum sonorum サウイ 一年生 C4 P. hirticaule

Bromus mango マンゴ 一年生 野生型

Amaranthus hypocondriacus センニンコク 2n=32, 34 (2x)一年生 C4 A. cruentus (A. hybridus)

Amaranthus caudatus ヒモゲイトウ 2n=32, 34 (2x)一年生 C4 A. cruentus (A. hybridus)

Chenopodium quinoa キヌア 2n=36 (4x) 一年生 C4 C. quinoa ssp. milleanum
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雑穀のさく葉標本 約１万点
書籍 約8千点
関連民具など
展示パネル

山梨県小菅村井狩

雑穀街道における雑穀栽培の衰退





農耕文化基本複合

関連学習プログラム生産M：自然誌N⇒文化誌C；行動学習プログラム
地域L+協働Cｐ＋保全Cn

タネから胃袋まで（中尾佐助 1967）



雑穀街道で栽培されてきた多様な雑穀
：

1）アフリカ起源：シコクビエ、モロコ
シ、トウジンビエ、テフ、フォニオ、
など

2）インド起源：サマイ、インドビエ、
コドラ、コラティ、コルネ、ライシャ
ン、
など

3）中央アジア起源：キビ、アワ

4）東南アジア起源：ハトムギ

5）東アジア起源：ヒエ、ソバ、ダッタ
ンソバ

6）南アメリカ起源：アマランサス、キ
ヌア、マンゴ



多くの研究者が国内外から調査に訪れている（敬称略）。長寿学の古守豊甫、栄養学の
鷹嘴テル、光岡知足、平宏和、考古学の松谷暁子、安孫子昭二、民族植物学の阪本寧
男、民俗学の橘礼吉、増田昭子、菌学の加藤肇、ほか、インドからは全インド雑穀改良計
画コーディネーターのA.シタラム、コルカタ大学のパンダほか。

篤農の降矢静夫、橋本光忠、橋本秀作、ほか。多くの雑穀種とその在来品種が継承され
ており、新嘗祭にも献納されている。旧石器時代、縄文時代の遺跡が各地にある。



小菅村

相模原市緑区

名古屋市
生物多様性条約締約国会議COP10の展示



上野原市の篤農の雑穀保存系統

インドとの共通性：
1） しとぎ 湿式製粉法

南インド；神々に供える、日常食
2）パーボイル加工

ヒエの黒蒸法・白蒸法
3）めし、かゆ
4）栽培雑穀；アワ、キビ、シコクビエ、
モロコシ、ソバ、ハトムギ、（イネ、ム
ギ）
5）苗床からの移植栽培

シコクビエ、水田でも栽培
6）農耕用語における古代日本語とタミル
語の類似
7）山間地での焼畑



調理名
材料名
イネ水稲

モチ 〇 〇 〇 3
ウルチ 〇 〇 〇 3

イネ陸稲
モチ ● 〇 ● ● 〇 5

アワ
モチ ● 〇 〇 ● 4

ウルチ 〇 〇 2
キビ

モチ 〇 〇 ● 〇 4
モロコシ

モチ 〇 〇 2
ヒエ 〇 〇 〇 〇 4
シコクビエ 〇 〇 2
ソバ 〇 1
オオムギ 〇 〇 〇 3
コムギ 〇 〇 〇 3
トウモロコシ 〇 ● 〇 〇 4
サツマイモ 〇 1
ジャガイモ 〇 1
合計 8 9 6 9 4 6 42
〇　普遍的な調理材料、●調理の変法としてまれに使用される材料。

調理材料
数合計

メシ モチ カユ ダンゴ オコワ マンジュウ

日本関東地方山村の穀物調理



相模原市南区勝坂遺跡の復元集落、勝坂式土器（相模原市立博物館所
蔵）、津久井在来ダイズ、雑穀栽培講習会／佐野川の収穫（2022）



相模原市緑区の茶園と雑穀畑
農家の蔵と穀物貯蔵庫アワ、陸稲の品種、モチおよびウルチ



雑穀海外調査年譜
表１．ユーラシアにおける雑穀の起源と伝播に関する学術調査

西暦 地域 調査隊 備考

1974～現在 日本（沖縄から北海道までの各地）
東京学芸大学および京都大学学術調
査

科学研究費、東急環境浄化財団、
住友財団、財団法人森とむらの会
などの助成

1983
インド（ハリアナ州）、ネパール（カトマンドゥ、ダラン、ダン
クッタ、ナムチェなど）

東京女子大学ネパール学術調査隊 第2次（9月～1１月）、科学研究費

1985
パキスタン（北西辺境州）、インド（カルナタカ、アンドラプラ
デシュ、タミールナドゥの各州）

京都大学インド亜大陸学術調査隊 第1次（9月～11月）科学研究費

1986 韓国（光州）
東京学芸大学・大阪府立大学合同学
術調査隊

(9月)

1987
インド（ジャムー・カシミール、西ベンガル、ビハール、オ
リッサ、アッサムの各州）　、パキスタン（シンド）

京都大学インド亜大陸学術調査隊 第２次（9月～1１月）科学研究費

1989
パキスタン（アザッド・カシミール）、インド（カルナタカ、
マッディアプラデシュ、マハラシュトラ）

京都大学インド亜大陸学術調査隊 第３次（9月～10月）科学研究費

1993
中央アジア5か国（ウズベキスタン、カザフスタン、キルギ
スタン、タジキスタン、トルクメニスタン）、ロシア

東京学芸大学中央アジア学術調査隊
JTクロスカルチャー大賞助成、科学
研究費

1995～1996
インド（カルナタカ、アンドラプラデシュ、タミルナドゥ、オリッ
サ、ヒマチャルプラデシュ、ウッタルプラデシュの各州）、ウ
ズベキスタン、中国（河北省）

文部省在外研究員（農科大学客員教
授）

農科大学UAS、全インド雑穀改良
計画（1996年9月～1997年6月）

2001 インド（カルナタカ州、オリッサ州） 東京学芸大学学術調査隊 （9月～10月）

2004 中国（内モンゴル・シリンホト） 東京学芸大学学術調査隊 (8月）

2005～2006
イギリス（ユーラシアの雑穀のさく葉標本および考古学文
献調査）

研究専念期間（ケント大学客員教授）
王立キュー植物園、ケント大学、ケ
ンブリッジ大学、ロンドン大学（2005
年8月～2006年3月）

1983～現在
ヨーロッパ各国（ドイツ、デンマーク、オーストリア、オラン
ダ、ベルギー、イギリス、フランスなど）、アメリカ合衆国、
カナダ、オーストラリア、タイ

その他(ラジャバトプラナコン大学客員
教授)

学会や省庁などの依頼および観光



東京女子大学学術調査隊・京都大学インド亜大陸学術調査隊



インド亜大陸調査地域



雑穀街道
Hirse Straße

インド発行の雑誌や書籍



国際雑穀フォーラムの創設提案、生物多様性条
約締約国会議への提案



イギリス、王立キュー植物園への種子避難



国際協力の依頼



インドの穀菜食文化複合
栽培植物（穀物＋豆）＋家畜

雑穀類

• 種子は人の食べ物

• 葉･茎（稈）は家畜の食
べ物

豆類

• 種子は人の食べ物

• 葉、茎、根は植物の食
べ物（空中窒素の固
定）

牛・水牛・ヤク、駱駝、羊・
山羊

• 乳は人の飲み物、食べ
物

• 毛は人の衣類に

• 糞は植物の食べ物、燃
料、塗料など

• 蓄力は農耕に

野生イネ



インド料理の特色

• 香辛料豊かなカレーばかりではなく、多様な料理が
ある。ヒンドゥ教徒は肉類を食べない。

• 穀物も豆類も沢山の種類が一緒に畑で作られて、
色々に料理され、食べられている。

• 大まかに見た地域の主食

西：コムギのチャパティ（パン）粉食

東：イネのめし粒食

南：イネ･雑穀のめし、雑穀のロティ（パン）

北：コムギ・雑穀のパン、ジャガイモ、穀物酒



インドの雑穀の種類と起源地

• インド起源
サマイPanicum sumatrense

コドラPaspalum scrobiculatum

インドビエEchinochloa frumentacea

コルネBrachiaria ramosa

コラティSetaria pumila

ライシャンDigitaria cursiata

主穀類
イネOryza sativaアジア

ムギTriticum sp.地中海

トウモロコシZea mays中南米

• アフリカ起源
モロコシSorghum bicolor

トウジンビエPennisetum americanum

シコクビエEleusine coracana

• 中部アジア起源
アワSetaria italica

キビPanicum miliaceum

• 東南アジア起源
ハトムギCoix lacryma-jobi



インド起源の穀物

サマイ コドラ

インドビエ コルネ



アフリカ起源の穀物

モロコシ

シコクビエ

トウジンビエ



インドの豆類の種類と起源地（資料）

• インド起源
リョクトウVigna radiata

マッペVigna mungo

マングビーンVigna mangu

ホースグラムDolichos biflous

モスビーンVigna aconitifolia

• 西アジア
ヒヨコマメCicer arietinum

• 地中海
レンズマメLens esculenta

エンドウマメPisum sativus

• アフリカ
キマメCajanus cajan

ササゲVigna sinensis

ガラスマメLathyrus sativus

フジマメLablab purpurea

タマリンドTamarindus indica

• 中国
ダイズGlycine max

• 南アメリカ
インゲンマメPhaseolus vulgaris

ラッカセイArachis hypogaea



穀物とマメの混作栽培

サマイとキマメ

サマイ

アワ

サマイとコラティの混作



表2.1.　インド亜大陸における雑穀調理

調理名

インド名 bhat upuma roti vada dosa idoli mudde ganji mave

日本名 めし パン 揚げパン 蒸しパン おねり 粉粥 しとぎ

○ ○ ◎ ○ △ ○ ○ ○
Pennisetum americanum ○ ○ ◎ ○ ○

△ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

◎ △ △ ○ ○ ○ ○ ○
◎ △ ○ △ ○ ○

◎ ○ △ ○ ○ ○ ○
◎ ○ ○ ○
◎ △ ○ ○ ○
◎ ○ ○ ○ ○
◎ △ △ △
◎ ○

◎, 主材料; ○, 一般的; △, まれか、混合・補助材料。

Panicum sumatrense

種名

Sorghum bicolor

Eleusine coracana

Setaria italica
Panicum miliaceum

Paspalum scrobiculatum
Echinochloa flumentacea
Brachiaria ramosa
Setaria pumila
Digitaria crusiata

モロコシ

トウジンビエ
シコクビエ

アワ
キビ

サマイ

コドラ

インドビエ
コルネ
コラティ

ライシャン

赤はアフリカ、緑は中央アジア、紫はインド起原

△



穀物料理

マサラドーサ

めしとムッデ（サマイとコラティ）

ウピトゥ

プーリー



マメ料理サンバーとイドリコルネの料理

ベジェタリアンのタリー（めし）

多様な穀物やマメ
料理



農耕と農業の比較

項目 農耕 農業

経済 自給、生業 産業、資本多投下

耕作面積 小規模 大規模

従事者 家族 家族+小作人、季節労働者

生産物 生活食料 租税、商品、戦略物資、バイオ燃料

作物 多品種少量生産 特定作物大量生産

栽培方法 有機的 無機的、農薬・肥料多用

生物文化多様性 高い 画一的、低い

農耕文化基本複合 維持継承 衰退か無い

社会形態 地域共同体 国行政体

自尊、誇り 自力自立、自律 自己家畜化の進行、他力他律



食料生産の比較
大規模農業／プランテー
ション

小規模農耕／ホームガー
デン

大企業／金儲けのため 家族／生きるため

産業／貿易商品 生業／自給食材

主要種／少数改良品種の
単作

多数種／多数在来品種の
多数作

大量生産／消費／廃棄 少量生産／大切にいただく
／循環

生物文化多様性の衰退／
持続が困難

生物文化多様性の保全／
持続可能性が高い

農牧文化複合：インドでは家畜と共に暮らす。穀菜食の人が
多い。



地域社会の比較

インドの農山村

• 身土不二

• 環境に添う循環農耕

• 生業自給

• 簡素な暮らし

• 持続してきた地域社会

風の谷の時代に対応可能

• 環境劣悪化

• 資源の枯渇

• 人口増加

日本の農山村の今

• 身土異物

• 環境に添わない単作農業

• 産業：大量生産・消費・廃棄

• 過剰に便利な暮らし

• 持続困難な地域社会

黙示録に向けて

• 伝統文化喪失

• 資源はなく、大量輸入

• 少子高齢化

• 高い自殺率



素のままの美しい暮らし sobibo

• 穀物･マメ類を核にした農牧文化複合は生物
文化多様性をよく維持している。 有機農法

• 自ら生業を完結でき、豊に生きる意味がそこ
にある。 循環農法

• 自律した動物としての捕食原則が維持され、
共生進化の流れに沿っている。

• 第七感良心・教養の文化的進化を育む。

• 長期的な環境変動、人口の激増80億人に対
応できる。

あまり足さないが、引かない生活（ｖｓたくさん
足すが、ほとんどを失う暮らし）



ご静聴ありがとうございました。会場とzoomで130人ほどの
方々が聞いてくださいました。

大谷ゆみこさん、岩崎信子さん、会場の皆さんと正直な熱い議
論ができたと思います。

いくらでもメールでご質問ください。



参考文献 詳細は下記のウェブサイトを閲覧ください。
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学習会動画リンク集：家族自給農耕と雑穀

第1回記録動画（水由湧制作） https://www.youtube.com/watch?v=GhZm5TLhbeE&t=4508s
農耕と農業の始まり、農耕文化基本複合。市民農園と家庭菜園、話者：木俣美樹男

第2回記録動画（水由湧制作） https://www.youtube.com/watch?v=1nIaY6SZxp0
農山村の多面的機能とエコミュージアム、エコスタディ・ツー リズム、話者：木俣美

樹男

第3回記録動画（水由湧制作） https://youtu.be/MP3vY3mkQ3Y
都市に残された農地の未来と課題 、話者：高橋金一さん（農家）

第4回記録動画（水由湧制作） https://www.youtube.com/watch?v=2SCV5UzET8s
国連家族農業の10年と農政転換、話者：関根佳恵さん（愛知学院大学）

第5回記録動画（水由湧制作） https://youtu.be/mfTV5j39fQE
雑穀街道と FAO 世界農業遺産 、話者：木俣美樹男（雑穀街道普及会）

第6回延期

第7回記録動画（水由湧制作）
冒険遊び・野良遊び・プレーパーク、話者：邦永洋子さん（NPOこがねい子ども遊パー

ク）

OKシード学習会 OKシード学習会動画「雑穀街道をFAO世界農業遺産に 」

雑穀街道をFAO世界農業遺産に、木俣美樹男

https://www.youtube.com/watch?v=GhZm5TLhbeE&t=4508s
https://www.youtube.com/watch?v=1nIaY6SZxp0
https://youtu.be/MP3vY3mkQ3Y
https://www.youtube.com/watch?v=2SCV5UzET8s
https://youtu.be/mfTV5j39fQE
https://www.youtube.com/watch?v=jucNJsWpivI


学習会動画リンク集：家族自給農耕
と雑穀

第1回記録動画（47’48”梶間陽一制作） https://youtu.be/pqF-ZGVLV1s 心の構造、五感、
第六感（直感・直観）、第七感（教養・良心）、話者：木俣美樹男

第2回記録動画(67’24”梶間陽一制作) https://youtu.be/yB78Ub46bcA 心の機能の進化
と人新世、 話者：木俣美樹男

第3回記録動画（90’06”梶間陽一制作） https://youtu.be/7K16NSgv7Og 生涯にわたる環
境学習過程および日本村塾教育、話者：木俣美樹男

第4回記録動画（81’46”梶間陽一制作） https://youtu.be/xCEtHk2_Guw 気候危機の時
代に求められる 暮らしと考え方と実現の道、話者：藤村コノヱさん（NPO 環境文明 21 代表
）

第5回記録動画（81’18”梶間陽一制作） https://youtu.be/PYG-FrOfWqQ 自然との共生と
社会変革 （環境教育／自然保護）、話者：渡辺隆一さん（信州ESDコンソーシアム）

第6回記録動画（梶間陽一制作） https://youtu.be/FnzX8xCzV10 公園やみどりの価
値や機能 、話者：佐藤留美さん（NPO birth バース）

第7回記録動画（梶間陽一制作） https://youtu.be/toInysEtlCY 恋ヶ窪分水・
野川源流巡検、案内者：福田恵一さん

第8回記録動画（梶間陽一制作） https://youtu.be/28zjIqpgJn4 市民大学の試み、話
者：深澤まどかさん（シブヤ大学）

https://youtu.be/pqF-ZGVLV1s%E8%AC%9B%E5%B8%AB
https://youtu.be/yB78Ub46bcA
https://youtu.be/7K16NSgv7Og
https://youtu.be/xCEtHk2_Guw
https://youtu.be/PYG-FrOfWqQ
https://youtu.be/FnzX8xCzV10
https://youtu.be/toInysEtlCY
https://youtu.be/28zjIqpgJn4

